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国立研究開発法人 産業技術総合研究所
平成29年度 研究評価委員会

（地質調査総合センター）

説明資料

国立研究開発法人 産業技術総合研究所
地質調査総合センター

Geological Survey of Japan (GSJ)
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地質調査総合センター 地質

（１）地質調査のナショナルセンターとしての地質情報の整備
・地質図幅・地球科学図等の系統的調査研究、次世代シームレス地質図
の公開
・日本周辺海域の鉱物資源の成因、および賦存資源ポテンシャルの情報
整備
・沿岸域の地質・活断層調査（南関東など）、3次元地質地盤図の開発（千
葉県北部）
・ASTER衛星データとセンサを利用したサービスの強化

（２）レジリエントな社会基盤の構築に資する地質の評価
・5地域以上の活断層調査、海溝型地震と津波履歴情報の整備
・関東地域のテクトニックマップの試作版作成、および活断層活動による地
盤変形の3次元予測手法の開発
・八丈島火山の地質図の完成、3火山以上での噴火履歴解明を推進
・原子力利用・安全規制に必要な知見の整備（大規模噴火の履歴、超長期
（100万年）の将来にわたる地質変動予測など）

（３）地圏の資源と環境に関する評価と技術の開発
・米国・南ア等の希土類等レアメタル資源の開発可能性の評価
・機能性鉱物材料の吸着性能評価および工業的利用に向けた技術開発
・日本海等のメタンハイドレート調査データのとりまとめ（資源量評価など）
・炭層微生物のメタン生成ポテンシャル評価
・地熱資源利用のための技術開発、地中熱ポテンシャル調査と評価の実施
・二酸化炭素地中貯留（CCS)に関する安全技術の開発
・土壌汚染に係るリスク評価技術の高度化・標準化

（４）地質情報の管理と社会利用促進
・地質情報の標準化を含めた品質管理とアーカイブ管理
・組織出版物の発行と電子化・標準化の推進
・新規データベースの整備・発信と利用促進
・地質情報の利活用に関するユーザー層の把握とニーズ調査
・アウトリーチ業務を通じた、地質情報二次利用の促進

１．平成29年度の目標と代表的成果
＜目標＞

－都市域の地盤リスクを軽減－
地下を可視化する⾼精度の3次元地質地盤情報を整備

平成29年度
千葉県北部地域を対象に
作成・ウェブ公開

隣接する東京都23区域の整備へ展開

Elev.
70m

習志野

地質層序研究と独自の3次元

モデリング技術による新しい
地質図スタイル

� 地質層序データに基づく3次元地質図は国内初
� 地下の物性の分布を解釈し、減災・環境リスク評価に貢献

ボーリング

－全国⽔道インフラ整備の効率化・低コスト化に貢献－
道路を掘らない電気探査で⽔道管の腐⾷を評価

全国の水道事業へ展開・液状化リスク評価にも応用

腐食リスク高

測定結果の例：水道管のある深度は
比抵抗が高く、腐食リスクは小さい

直交同期検波を用い、高精度
の電気探査が可能

ローラー電極

送信機

受信機

地質

【目的基礎研究】
・土壌・地下水汚染の評価と対策技術に開発では、残留性有機化合物（POPs）等の自然減滅メカニズムを解明し、複合汚染において特定の微生物
の分解への関与を発見した。また新規法規制物質の微生物分解特性を評価した。これらは、国の汚染浄化対策技術として、また低コスト・低環境負
荷汚染対策の技術として利用されることが見込まれる。
・自然微小地震の発震機構解の解析手法を開発し、関東地域を10kmメッシュで応力分布の地域性を示す地震テクトニックマップを作成した。これに
より、地殻活動予測の高度化が可能になり、将来発生する地震の最大規模や発生様式等の予測につながることが期待される。

【橋渡し研究前期】
・平成28年4月に発生した熊本地震への継続的対応として、布田川断層帯および日奈久断層帯における陸上トレンチ調査と、熊本沿岸域の海底活
断層調査により、古地震の活動履歴を新たにまとめ、地震調査研究推進本部に提出した。
・SIP防災において、火山ガスと火山灰の準リアルタイム観測システムとなる火山迅 観測手法を開発し、実証実験を行った。
・水道管腐食リスク評価として、路面を傷つけることないローラー電極式高周波電気探査システムを開発。また、ドローンを利用した空中電磁探査技
術を開発し、埋没車両の検出実験に成功した。

【橋渡し研究後期】
・高精度海底資源探査を目的として、垂直分解能を数10cmオーダーまで高度化させた深海曳航式マルチチャンネルケーブルシステムを開発した。

また高分解能海底地形探査装置や海底面音響探査装置、高精度磁力計等を搭載した曳航体を開発した。これにより、国による海底鉱物資源調査
を広域にわたり効率的に調査することが可能となる。

・遠方にも影響を及ぼしうる火山灰に関する確率的リスクを評価を可能とした、世界で初めての火山噴火ハザード評価手法を開発し、エアフィルター
性能評価等を実施した。火山灰の粒径を揃える技術はGSJ独自の技術であり、海外の原子力研究開発の加盟国に技術提供した。

【知的基盤整備】
・GSJが長年積み上げてきた国土全域の地質情報をまとめ、前バージョンよりも格段に凡例数を増やした20万分の1シームレス地質図V2を完成させ、
Web配信等で公表した。これにより、実社会における企業や家屋等の立地環境の地質情報や、防災・資源等に係る基礎情報の利用につながった。
・GSJによる基準ボーリングなどのデータを編集し、都市域の地下地質の分布形態を立体的に可視化する新たな地質図のスタイルとして、千葉県北
部地域の３D地質地盤図を作成し公表した。国の地震ハザードマップ作成や自治体の液状化被害調査の基礎データとして防災に利用されるなど、
広くその重要性が理解され利活用につながり始めた。

２．特筆すべき成果
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１．領域の概要と研究開発マネジメント

（１）領域全体の概要・戦略

（２）技術ポテンシャルを活かした指導助言等の実施

（３）マーケティング力の強化

（４）大学や他の研究機関との連携強化

（５）研究人材の拡充、流動化、育成

地質調査総合センター長 矢野雄策

研究戦略部長 中尾信典

地質調査総合センター長 矢野雄策

5

２．知的基盤の整備

３．「橋渡し」のための研究開発

（１）「橋渡し」につながる基礎研究（目的基礎研究）
（２）「橋渡し」研究前期における研究開発
（３）「橋渡し」研究後期における研究開発

目次

第4期中⻑期⽬標期間における法⼈のミッション

１．領域の概要と研究開発マネジメント（１）領域全体の概要・戦略 6

橋渡し機能の強化
⽬的基礎研究とともに、技術シーズ
を事業化に繋げる「橋渡し」の実施

知的基盤の整備
地質調査及び計量標準に関する
国の責任機関

⼈材育成
研究⼈材の拡充と流動化、育成、
技術経営⼒の強化に資する⼈材の育成
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地
質
の
先
端
研
究
成
果

2013-2020

１．（１）領域全体の概要・戦略 ： GSJのミッションと体制

国から地質調査研究業務を付託された⽇本で唯⼀のナショナルセンター
①国の知的基盤整備計画に基づく地質情報の整備
②⾃然災害に強い国づくりのための地質の評価
③資源の安定確保や地圏の利⽤と保全にかかる技術の開発
④地質情報の管理と成果の普及
⑤⼈材の育成

7

福島県郡山市

研究職 ポスドク 招聘 ﾘｻｰﾁｱｼｽﾀﾝﾄ 計

GSJ研究者数 235 17 3 19 274

１．（１）領域全体の概要・戦略 ： GSJの人員配置 8

地質調査総合センター (2名)

・地質情報
(12グループ, 74名)

・地圏資源環境
(9グループ, 54名)

・活断層・⽕⼭
(11グループ, 67名)

研究部⾨ 地質情報基盤センター
(研究8名、事務18名)

福島再⽣可能エネルギー
研究センター
地球熱ブロック(13名)
・地熱チーム
・地中熱チーム

・地質標本館

研究戦略部
(研究9名)AISTその他の部署 (研究8名)
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１．（１）領域全体の概要・戦略 ： 社会に向けた研究戦略 9

知的基盤としての地質情報整備をベース

・鉱物資源評価
レアメタル、海底熱⽔鉱床

・燃料資源評価
メタンハイドレート、
天然ガス、⼤陸棚画定

・地下⽔資源評価
・地熱資源評価

・地層処分のための
地質環境評価

・CO2地中貯留
・⼟壌・地下⽔汚染

・活断層の評価
・海溝型地震の評価
・⽕⼭活動の評価

地圏の資源 地圏の環境 地質災害

１．（１）領域全体の概要・戦略 ：世界の地質調査機関との比較 10
主要国の地質調査機関の⼈員と研究調査対象 (H29年度)

機関名 ⼈員

国⼟の
基本情報 国⼟の安全 国⼟の資源

地
形
図

地
質
図

⼤
陸
棚

衛
星
情
報

地
震

⽕
⼭

⼟
砂
災
害

地
層
処
分

地
質
環
境
評
価

都
市
沿
岸

海
洋
環
境

地
球
温
暖
化

鉱
物
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

⽔
資
源

⾃
然
⽣
物
資
源

⽇本（GSJ） 236
英国（BGS） 632
オランダ（NIAG-TNO）
ドイツ（BGR） 795
フランス（BRGM） 1,035
カナダ（GSC） 450
オーストラリア（AGSO） 600
ニュージーランド（GNS） 374
韓国（KIGAM） 457
中国（CGS） 7,549
⽶国（USGS） > 9,000
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AIST第３期 第４期

１．（１）領域全体の概要・戦略 ： GSJの予算の推移

・研究予算の半分以上が外部資⾦
・第４期から⺠間資⾦が⼤幅に増加
・⼤きな公的外部資⾦は、GSJが国研として国プロに貢献した証左

金
額

億
円

11

(年度)
0

10

20

30

40

50

H25 H26 H27 H28 H29

17.7 17.7 17.7 17.4 
20.9 

14.9 
18.2 19.3 

14.6 

21.9 0.9 
0.4 0.9 

2.5 

2.0 

民間資金

公的外部資金

運営費交付金

(12月末時点)

１．（１）領域全体の概要・戦略 ： 公的外部資金の内訳

・公的外部資⾦が多いことがGSJの特徴
・資源探査やCO2地中貯留(CCS)技術等、国が先導する段階にある研究開発

や、国として推進すべき原⼦⼒利⽤・規制技術の開発、活断層・⽕⼭に
関する調査・研究を実施

12

0

5

10

15

20

25

H27 H28 H29

FREA地球熱ブロック

その他

内閣府

原子力規制庁等

文部科学省

JOGMEC・NEDO

経済産業省

金
額

（
億

円
）

(年度)

（経済産業省, NEDO, 科研費）

（科研費, 地震・火山受託等）

（技術研究組合, 環境省, 国土交通省）

（火山受託）

（海底鉱物受託等）

（地層処分・レアアース・メタハイ受託等）(12月末時点)
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13１．（１）領域全体の概要・戦略 ： 知的基盤の整備

国⼟の保全・管理、防災、環
境保全、資源エネルギーの安
定確保等に資する国の基礎情
報である基盤地質情報を整備

� 陸域地質図幅
� 海洋地質図
� シームレス地質図
� 3次元地質地盤図
� 海陸シームレス地質情報集
� 活断層データベース
� 津波堆積物データベース
� 鉱物資源図＆データベース
� ⽔⽂環境図
� 表層⼟壌評価基本図
� 地質図Navi 

情報の統合

⽬的

知的基盤の主要な成果物

1/20万ｼｰﾑﾚｽ地質図

海洋地質図

鉱物資源図

⽕⼭地質図

活断層DB

⽔⽂環境図

地質図Navi

1/5万地質図
1/20万地質図

⽬的基礎研究

橋渡し研究前期

橋渡し研究後期

公的資金

民間資金

研究的なミッション(橋渡し研究前期)
に重点を置きつつ、⺠間資⾦の⽐率
を上げていく

1. 国の機関を通じて⺠間企業へ渡す
資源開発、汚染評価など

2. 直接⺠間企業へ渡す
トップ技術を活かした共同研究、
受託研究、コンサルティング

3. 広く社会ニーズに応える
地震・⽕⼭災害のリスク評価など

14

資源・環境・防災など明確な⽬的を持つ基礎的な先端研究

１．（１）領域全体の概要・戦略 ： GSJの３種類の橋渡し

省庁や他公的機関と連携しながら公的資⾦の活⽤によって、
成果をそれらの機関に橋渡しする研究開発

⺠間共同・受託研究を通して成果を⺠間に橋渡しする研究開発
または、社会ニーズに応える成果を社会に橋渡しする研究開発

橋渡しのための３つの研究フェーズ

橋渡しへの３つのルート
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Cited Half-lifeが⻑く、価値の⾼いジャーナルに掲載

１．（１）領域全体の概要・戦略 ： 論文成果 国際誌

論⽂発表数︓111件、合計被引⽤数︓1,854

15

(H29.12月末時点)

雑誌名 IF Cited 
Half-life

H27年度 H28年度 H29年度

筆頭 共著 筆頭 共著 筆頭 共著

Nature 40.14 >10.0 1 1

Science 37.21 >10.0 1 1

Nature Geoscience 13.94 >4.0 1

ISME Journal 9.66 >3.4 1

The Astrophysical Journal Sup. S. 8.96 >7.4 1

Earth Science Review 7.05 >7.9 2

Geology 4.64 >10.0 1 2

Geochimica et Cosmochimica Acta 4.61 >10.0 1 2 1 1

Earth Planets & Space Letter 4.41 >10.0 3 2 1 1 2

Scientific Reports 4.26 >2.1 1 3 2 2

Geophysical Research Letterｓ 4.25 >8.1 2 1 1 1 3 1

(⽬標︓130件) (⽬標︓1,750)

・GSJ出版物は、国内の地質関係論⽂にほぼ必ず引⽤されている

・地質調査研究報告(査読付き所内誌)は、H29年度に第68巻を発⾏
（5号まで、258ページ）

※総論文数：総説、論説、報告、寄書の総数

１．（１）領域全体の概要・戦略 ： 論文成果 国内誌 16

年度
GSJ地質図等の引⽤数

総引⽤数/
総論⽂数※5万分の1

地質図幅
20万分の1
地質図幅

その他の
地質図幅 地調研報 地質ニュー

ス・他

地学雑誌 H29 4 1 5 5 17 32/27

H28 6 1 8 8 1 24/38

H27 11 4 4 6 3 28/50

地質学雑誌 H29 37 10 11 29 45 132/63

H28 52 6 17 25 8 108/39

H27 43 10 10 11 7 81/27

(H29.12月末時点)
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１．（２）技術ポテンシャルを活かした指導助言等の実施 17

• 集計期間外では、草津⽩根⽕⼭噴⽕関連の報道が224件(H30.1⽉末時点)
• 共催・後援等によるイベント・シンポジウム開催等が増加(スライド19)
• プレス発表数が増加(スライド17)

0

200

400

600

800

報道 取材 地質相談

204

424 425

(件数) (件数)

0

5

10

15

20

25

30

シンポ 共催 プレス 主な研究

5

16

3
1

9
12

9

4
7

24

14

3

シンポ
ジウム等

プレス
発表

主な研究
成果

共催・後援
名義使用

H27 H28 H29年度 (H29.12⽉末時点)

*

*GSJでは、地質に関する様々な
相談をメール・Faxにて受付

発表⽇ GSJ筆頭 タイトル
5/10 ◯ ⽇本全国 ⽇本全国 のウェブ 地質図 を完全リニューアル 8位2243件
5/11 元禄型関東地震の再来間隔、最短2000年ではなく500年 7位2513件
6/5 ◯ ⼟砂災害時にドローンによる埋没⾞両の探査を⽬指す
6/7 千葉県市原市の地層を地質時代の国際標準として申請 5位3006件
6/16 プレート境界断層での温度不均質の原因を解明
6/29 ◯ ⽇本列島の地殻変動の謎を解明 6位2854件
7/11 ◯ 電気探査で⽔道管周辺の⼟壌を調査する技術を開発
7/24 ◯ ⾹川をつくった1億年の歴史
8/21 サンゴが記録した⼈為起源⼆酸化炭素の⼤気放出による海洋酸性化の履歴
8/28 ◯ ⽇本列島の成り⽴ちを記録する北アルプスの地質を解明
9/14 ◯ 恐⻯化⽯はなぜ⿃⽻で⾒つかったのか︖
10/18 ◯ 地震発⽣周期解明の⼿掛かりとなる地球化学プロセスの計算モデル構築
11/14 国際標準模式地の審査状況について
12/4 先島諸島では1771年⼋重⼭津波と同規模の津波が過去2千年間に約600年の間隔で4回起きていた

NHKスペシャル
「列島誕生ジオ・ジャパン」
にて放映(H29.7.31)

日経サイエンス、Newton
に特集記事が掲載

広報委員会を組織・運営→成果普及への意識改⾰を促進→
プレス発表︓ 9件(H28年度)

AIST内アクセス順位初動7日間

１．（２）技術ポテンシャルを活かした指導助言等の実施 18
プレス発表の強化と反響

14件(H29年度)

- 53 -



⽬的：社会における地質図幅の利活⽤促進

今年度の成果・アウトカム

今後の展開

調査地域における地質図幅への関⼼を⾼め、
地質を観光・教育に活⽤

• 市公式観光⽤アプリ「⾚穂まちあ
るき」にて、成果をアニメーショ
ン動画で紹介(監修協⼒)
→観光客を含めた地質の普及へ

兵庫県⾚穂市の依頼で
・市⺠向けに研究成果を講演

・⽴体地質模型による地質普及
模型作製に協⼒
市⽴科学館での常設展⽰のほか、
学校教材としても活⽤

プレス発表の反響② 地質情報の普及事例

地質図幅の認知度を向上させるために、地域性や
ニーズを意識した成果の公表

⽴体地質模型の設置

⾚穂市は恐⻯時代のカルデラの中に
できた町だったことが判明

５万分の１地質図幅「播州⾚穂」
の出版・プレス発表H28年度

報道約70件、
アクセス数4,000件超初動３⽇間

１．（２）技術ポテンシャルを活かした指導助言等の実施 19

H29年度10⽉

⾚穂市主催の講演会

H29年度8⽉

⾚穂市⽴
海洋科学館

地域振興に貢献

来場者360名、報道約10件

博物館等への共催・後援を通じた成果普及とパブリシティの向上

• 地質標本館特別展が全国科学
博物館協議会の巡回展として
開催

• 全国８ヶ所の博物館等を通じ
て、GSJのH28年度特筆すべ
き成果である熊本地震研究成
果を広く紹介

• 防災意識の⾼揚に⼤きく貢献

巡回展開催地

１．（２）技術ポテンシャルを活かした指導助言等の実施 20

沖縄県立博物館

大阪市立
自然史博物館

磐梯山
噴火記念館

雲仙岳災害
記念館

立山カルデラ
砂防博物館 中津川市

鉱物博物館

フォッサ
マグナ
ミュージアム

阿蘇火山
博物館

赤線：活断層

＜熊本地震巡回展＞

のべ９万⼈が来場

0

10

20

30

H27年度 H28年度 H29年度

GSJの名義使用件数

16件
12件

24件

(H29.12⽉末時点)

共催

後援

後援

協力
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⼟壌汚染評価・対策技術に関する研究開発
１．（２）技術ポテンシャルを活かした指導助言等の実施 21

産総研コンソーシアムやISO規格の改定

⽬的：⼟壌汚染に係る技術の普及と標準化

今年度の研究成果・アウトカム

今後の展開

受託・共同研究

産総研コンソーシアムや国際標準化活動などを介して
関連技術を普及、橋渡しを促進

• Sustainable Remediationコンソーシアム研究会を開催
して汚染対策技術を普及、外部研究資⾦を獲得

• 放射性セシウムモニタリングコンソーシアム活動で
測定技術の普及と復興に貢献

• ISOにおけるカラム試験法(上図)の改定を提案
• 平成29年度国際標準化奨励賞受賞(下図)

IF付国際誌発表3件

• コンソーシアムの活性化
• カラム試験法をISO規格として成⽴

環境省受託(1件)、科研費(2件)
⺠間共同研究(3件) 平成29年度国際標準化奨励賞

上向流カラム試験装置

「地質情報展2017えひめ」の開催

巨大地質図床貼り

火山噴火実験

石割り体験

化石レプリカ作り

愛媛県松⼭市にて「地質」の体験型アウトリーチイベントを開催

１．（２）技術ポテンシャルを活かした指導助言等の実施 22

• 地質情報には地域性があるため、現地で成果普及を図る
• 四国地元の博物館等と連携し、GSJの成果発信を効果的に促進

→ 四国⻄予ジオパークからの技術コンサルティング受託(1件)
• 地元の新聞、テレビで報道 → GSJのパブリシティの向上
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新たな資⾦獲得⼿段として「GeoBank」を設⽴ (H29年1⽉募集開始)
地質情報発信や⼈材育成により、GSJの研究成果を広く社会へ橋渡しするための環境づくりを

H28年度 5,002,000円
H29年度 7,403,000円
合計 12,405,000円の寄付を頂いた

イノベーションコーディネータを中⼼とした⺠間資⾦獲得戦略の構築・実施

技術コンサルティング制度の活⽤

募集型特定寄付⾦制度「GeoBank」の設⽴・運⽤

23１．（３）マーケティング力の強化

めざす

→ 技術コンサルティング制度を活⽤した⺠間資⾦獲得額・件数の⼤幅増加
→ 産業⽴地に関わる外部資⾦の増加 → 知的基盤情報の有効活⽤

(年度)

0

1

2

3

H26 H27 H28 H29

(億円)

技術コンサルティングに
関する民間資金

8件

21件

⺠間資⾦獲得額 (H29.12月末時点)

H28年度 H29年度 (H29.12⽉末時点)

包括連携協定 海洋研究開発機構、
⼟⽊研究所

海洋研究開発機構、
⼟⽊研究所

連携⼤学院の教員 11名 (東京⼤学、千葉⼤学、
東北⼤学、東邦⼤学)

10名 (東京⼤学、千葉⼤学、東
北⼤学、東邦⼤学、広島⼤学)

⼤学・公設試験研究機関との
共同研究 53件(うち海外24件) 35件(うち海外6件)

科研費
(直接経費

のみ)

GSJ代表 38件(約5200万円) 46件(約9000万円)

⼤学等との連携
(分担⾦) 60件(約4200万円) 54件(約7700万円)

海外機関との包括連携協定 締結済17ヵ国21機関
締結済18ヵ国21機関

(中国と締結、
オーストリア、韓国と更新)

１．（４）大学や他の研究機関との連携強化 24
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◯地震調査研究における連携

地震調査研究推進本部HPより

25１．（４）大学や他の研究機関との連携強化
地震調査・⽕⼭噴⽕時の機関連携体制

地震調査研究推進本部

国、地⽅公共団体等の防災対策

政策委員会 地震調査委員会

総合基本施策
調査観測計画

調査観測データ
研究成果

調査観測、研究の実施

文部
科学省

国土
地理院

気象庁
海上

保安庁

防災科学技

術研究所
海洋研究
開発機構

GSJ 情報通信
研究機構

大学
消防研究
センター

◯⽕⼭噴⽕時の連携体制

火山噴火予知連絡会

分析・調査結果報告

GSJ
防災科学技

術研究所
気象庁

大学 他研究所等

GSJは物質科学に基づく
分析・調査を担当

気象庁

地質災害、資源開発、環境保全、地質情報に重点を置き
地球規模の研究協⼒ネットワークで問題解決を促進

台湾成功大学
地震地下水
2015 - 2020トルコ鉱物資源調

査開発総局
活断層、鉱物資源
2016 - 2020

南アフリカ地質調査所
鉱物資源
2014 - 2018 

ローレンス・バークレー研究所
ロスアラモス研究所
CCS、地熱
2014 - 2019 包括

米国地質調査所
鉱物資源、地震、火山、他
2016 - 2021

オーストリア
地質調査所
地球物理
2017 - 2022

モンゴル
鉱物資源
地質局 2008 -
鉱物資源省 2010 - 包括

韓国地質資源研究院
地質情報、鉱物資源、地
熱、CCS、他
2017 - 2022

タイ鉱物資源局
海洋地質、地質情報、
鉱物資源
2008 -

地質調査総合センター
GSJ

フランス地質鉱山研究所
地震、地質情報、地熱、
CCS、他
2014 - 2019

ベトナム科学技術院
地震、地質情報、標本館
2014 – 2019 包括

インドネシア地質総局
地質災害、地熱
2014 - 2019

ニュージーランドGNS
サイエンス
地震、火山、地熱、他
2017 - 2022

カナダ地質調査所
地震、地質情報
2015 - 2020

イタリア地球
物理・火山研
究所
火山、地震
2014 - 2019 ミャンマー地質調

査・鉱物資源局
鉱物資源
2015 - 2018 

アルゼンチン地質鉱物
資源調査所
火山、地熱、鉱物資源
2015 - 2020 

中国地質調査局
地質情報、地質災害，他
2017 - 2022

東・東南アジア地球
科学計画調整委員
会 (CCOP)  14 ヶ国

インドネシア技術評価
応用庁
地中熱
2016 – 2021 包括

研究協力覚書MOU締結先

オーストリア地質調査所
(2017年10月署名)

中国地質調査局
(2017年6月署名)

１．（４）大学や他の研究機関との連携強化 26
GSJの国際展開
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ASEAN諸国に対する情報技術研修

今年度の研修内容・成果

受託・共同研究

国内およびラオスにて開催(6カ国10名)
・国際標準に則ったwebGISの構築、保守技術の習得
・リモートセンシングデータの利⽤技術の習得
・インドシナ半島におけるシームレス地質図

(100万分の1)の作成と、国境付近における
フィールド研修の実施

・タイ鉱物資源局でシームレス地質図を暫定公開

ASEAN Mineral Database 
and Information System

ASEAN諸国で構築する鉱物資源データベースの⾼度利⽤に向けて、データ
ベース構築技術や付帯情報の整備および利⽤に関する⼈材育成研修を実施

JICA課題別研修︓
ASEAN鉱物資源データベース運⽤能⼒向上

１．（４）大学や他の研究機関との連携強化 27

●⾦鉱床

所内の⼈材制度 H28年度 H29年度 (H29.12⽉末時点)

リサーチアシスタント 16名 19名

イノベーションスクール 2名 1名
特別研究員(PD) 21名 17名

短期海外派遣廣川基⾦ 4名 3名

⻑期海外派遣 2名 4名

クロスアポイントメント 2名(東京⼤学、島根⼤学) 2名(東京⼤学、島根⼤学)

１.（５）研究人材の拡充、流動化、育成

H29年度採⽤活動 多様な採⽤制度の導⼊、新たなキャリアパスの提⽰により
優秀な⼈材を確保

28

計 15名(内、女性 7名、外国人1名)

修士型研究職員採用 3名

博士型研究職員採用 10名(任期付・パーマネント職員)

年俸制研究職員採用 1名

卓越型研究職員採用 1名

New

New

育成型若手人材

即戦力人材
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１.（５）研究人材の拡充、流動化、育成 29
若⼿研究者のための内部競争的資⾦による地質研究シーズの創出

若⼿研究者による研究提案

ユニット幹部によるプレゼンor書⾯審査

採択・予算配賦・研究実施

審査基準：発展性、
社会ニーズへの対応等 地下資源の調査・利⽤

地下の保全・利⽤
地震・⽕⼭の調査・評価
知的基盤の整備

27件(採択)/37件(応募)
50~300万円/1件、計2千万円配賦

採択件数
6件
2件
8件
6件

◯H29年度配賦状況

GeoBank事業による⼈材育成(ジオ・スクール)

地震・津波・⽕⼭に
関する⾃治体職員
研修プログラム

地学オリンピック
代表⽀援

「ジオ・サロン」に
よる地質談話会

地質調査研修

講師派遣による
⽇本代表⾼校⽣への指導 ⾃治体防災担当者のリテ

ラシー向上と連携強化
5⾃治体から8名参加

⾷事を交え、先端地質研
究者と話合う機会の設定
⼀般参加者20名x2回

地質調査の基本となる
踏査の研修によるエキス
パートの育成
地質コンサルタント職員
4名参加

１.（５）研究人材の拡充、流動化、育成 30

研修内容 H28年度 H29年度

国
内

地震・津波・⽕⼭に関する⾃治体職員研修 7名 8名

地質調査研修 6名 4名

博物館実習 11名 14名

試料調製実習(薄⽚) 9名 11名

気象庁⽕⼭活動評価技術研修 5名 4名

J-DESCコアスクール・ロギング基礎コース 7名 8名

国
外

鉱物資源データベース 11名(6ヵ国) 10名(6ヵ国)

海図作成技術 7名(4ヵ国) 9名(5ヵ国)

地熱開発における中⻑期的な促進制度設計
⽀援プロジェクト 20名(インドネシア) 20名(インドネシア)

地質情報データベースシステム使⽤法研修 42名(8ヵ国) 20名(9ヵ国)
JICA研修「資源の絆」プログラム
(鉱物、地熱研究分野) 40名(10ヵ国) 16名(10ヵ国)

(H29.12⽉末時点)
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31H29年度 定量的評価指標一覧

研究開発マネジメントの評価指標 ⽬標値 実績 達成率(%)

⺠間資⾦獲得額 (億円) 2.5 2.01 80

⼈材育成数* (⼈) 16 20 125

⽬的基礎研究の評価指標

論⽂発表数 (件) 130 111 85

論⽂被引⽤数 1,750 1,854 106

橋渡し研究前期の評価指標

知的財産の実施契約数 (件) 15 15 100

公的資⾦獲得額 (億円) 18 21.9 122

橋渡し研究後期の評価指標

⺠間資⾦獲得額 (億円) 2.5 2.01 80

*リサーチアシスタント＋イノベーションスクール⽣

H29.12⽉末時点

32H28年度評価委員コメントへの対応

コメント︓専⾨性を担保した地質情報を⼀般市⺠に分かり易く普及するための更なる⼯夫が
必要。GSJが提供する情報を解釈し住⺠に渡す⾃治体職員の育成は災害対策や環境⾏政に重要。

成果普及について

コメント︓社会へ還元している図幅等の様々な地質データに対して、相応の対価を獲得し
更なるバージョンアップへつなげる経営上フローは可能か︖

知的基盤情報のマーケティングについて

一般市民向け 専門技術者向け

⾃治体研修
スライド28

地質調査研修
スライド28

GSJシンポジウム
スライド45, 93

ジオ・サロン
スライド28

地質情報展
スライド21

プレス発表
スライド17

H29年度GSJにおける教育的普及活動
広報委員会を組織し普及活動を統括、様々なレベルに対応した活動を展開

黄色：GeoBank事業

技術コンサルティング
による⺠間資⾦が5倍増加

無償提供：政府のオープンデータ方針に準拠 (従来)オープンな地質情報

技術コンサルティング (推進中)GSJの技術

(H29/H28年度⽐︓スライド22)

１．研究開発マネジメント

資⾦のフィードバック

付加価値情報 地質情報の新しいビジネスモデル (検討開始)
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33

Memo:
１．領域の概要と研究開発マネジメント

熱⽔性鉱物脈の薄⽚写真
産地︓福島県郡⼭市熱海町

（地質標本館カレンダー2017より）
中央の六⾓形は⽯英の結晶。右上
の緑簾⽯は、⾁眼では⻩緑⾊の結
晶だが、薄⽚では鮮やかな⼲渉⾊
を⽰す特徴を持つ。

１．領域の概要と研究開発マネジメント

２．知的基盤の整備

３．「橋渡し」のための研究開発

（１）「橋渡し」につながる基礎研究（目的基礎研究）

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発

（３）「橋渡し」研究後期における研究開発

地質調査総合センター長 矢野雄策

研究戦略部長 中尾信典

地質調査総合センター長 矢野雄策

34目次
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2.知的基盤の整備

第3期 第4期 第5期 第6期

� 第2期知的基盤整備計画で定められた⽬標(例えば、5万分の1地質図幅40区画整
備)に従い、AIST第4期中⻑期計画中に作成する地域・枚数等を設定

� それに基づいたH29年度計画を実施し、予定通り地質情報の整備を達成
� 整備した情報を、国のオープンデータ政策に沿って滞りなく配信
� Web上での閲覧数も増加し、着実に成果を普及

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

第1期 第2期（新たな知的基盤計画） 第3期

第2期 第3期 第4期 第5期

（年度）

●科学技術基本計画

●知的基盤整備計画（経済産業省）

●産総研中長期計画

策定

PDCA開始

20万分の1地質図幅全国完備（1958～、全124区画）

▲東日本大震災

シームレス地質図V2 web公開

三次元地質地盤図公開

計画の概要 35

津波堆積物DB公開

2.知的基盤の整備 GSJにおける活動：基盤地質情報の整備 36

国⼟の保全・管理、防災、環
境保全、資源エネルギーの安
定確保等に資する国の基礎情
報である基盤地質情報を整備

� 陸域地質図幅
� 海洋地質図
� シームレス地質図
� 3次元地質地盤図
� 海陸シームレス地質情報集
� 活断層データベース
� 津波堆積物データベース
� 鉱物資源図＆データベース
� ⽔⽂環境図
� 表層⼟壌評価基本図
� 地質図Navi 

情報の統合

⽬的

知的基盤の主要な成果物

1/20万ｼｰﾑﾚｽ地質図

海洋地質図

鉱物資源図

⽕⼭地質図

活断層DB

⽔⽂環境図

地質図Navi

1/5万地質図
1/20万地質図
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2.知的基盤の整備 陸・海域地質図整備ためのロードマップ 37

都市基盤整備・防災等
の観点から重点化

地質情報の標準化・体系
化の観点から重点化

出版済み図幅
（959区画、7万5
千分の１地質図
幅カバー区画を
含む）

5万分の1地質図幅（全国1,274区画）

陸域地質図

海洋地質図

主要4島周辺海域及び沖縄北
部全49区画整備（海底地質
図・表層堆積図両方出版済み
は31区画）

H25 H27 H31H28H26 H29 H30
（年度）

海洋地質図のデジタル化
データベース整備・拡充

20万分の1海洋地質図
主要四島周辺整備

南西諸島
海域調査

海
域

宮古島周辺

石垣島周辺

西表島周辺

未出版図の整備

未出版図幅のデジタル化

海
域
の
地
質
災
害

軽
減
と
資
源
利
⽤

「響灘」「見島沖」

陸
域

5万分の1地質図幅

重要地域20区画

20万分の1地質図幅

シームレス地質図

3区画の改訂

次世代シームレス
地質図作成

更新の必要性の高い地域
の改訂

産
業
立
地
や
国
土
の
効
率
的
利
用

の
た
め
の
地
質
情
報
提
供

第4期中長期計画：重要
地域の5万分の1地質図幅
20区画作成

シームレス地質図V2公開

高機能・高精度化

「⼀⼾」

「吾妻⼭」

「⾼知」

「⽷⿂川」

2.知的基盤の整備 陸域地質図幅：H29年度の成果 概要 38
■5万分の1地質図幅 4図幅4区画 出版 年度計画達成
■5万分の1地質図幅 4図幅4区画 原稿完成
■20万分の1地質図幅 1図幅1区画 原稿完成
■シームレス地質図V2 正式公開

「網⾛」

「⿃⽻」

「泊」

「観⾳寺」

シームレス地質図V2

「⾝延」
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サンポート高松合同庁舎での
記者会見

◯テレビ報道
NHK ⾼松放送局

（7/24 ゆうかがわ）
RNC ⻄⽇本放送

（7/26 RNC news)

◯新聞報道
四国新聞

（7/25 朝刊1⾯）
毎⽇新聞
朝⽇新聞

• 四国縦断地質標準の確⽴
• 中央構造線を含む地域の

地質の解明

• 中央構造線北側の⾹川県を中⼼に、1億年の
地史を編年

• 讃岐⼭脈隆起の歴史を解明
︓昔、吉野川は⾹川県に流れ込んでいた

• 国内誌2件発表

• プレス発表

著者：野田篤、植木岳雪、川畑博、松浦浩久、青矢睦月
以上5名が5年間に延べ200日の調査を実施して作成

2.知的基盤の整備 5万分の1「観音寺」図幅の刊行と反響 39
⽬的 成果

¾ 讃岐⼭脈をつくる岩⽯の年代を特定
¾ 年代測定データの可視化⼿法の開発

「香川をつくった1億年の歴史」

四国地域の整備状況

1950-80年代

2000年以降：南北を縦断調査する

ことで全体を把握

2.知的基盤の整備 5万分の1「鳥羽」図幅の刊行と反響 40

三重県庁での
記者会見

◯新聞報道
中⽇新聞
伊勢新聞
他Web報道3件

• ⽇本列島を代表する地質帯︓
⽇本列島形成史の解明
地質標準の設定

• 南海トラフ地震に対する地質基
盤情報の提供

• 各地層の年代決定と定義付けによる地質標
準の確⽴

• 地殻変動の復元による恐⻯化⽯の産出理由
や霊峰朝熊ヶ岳の成り⽴ちを解明

• 国内誌3件発表

• プレス発表

著者：内野隆之、中江訓、中島礼
以上3名が5年間の調査を実施して作成

⽬的 成果

「恐竜化石はなぜ鳥羽で見つかったのか？」

¾ 志摩半島, 秩⽗累帯北帯の中期ジュラ紀放散⾍化⽯
¾ ⿃⽻地域, 秩⽗累帯北帯・三波川帯の砕屑性ジルコン年代
¾ ⿃⽻地域, 秩⽗累帯南帯のジュラ紀放散⾍化⽯

志摩半島の⽇本ジオパーク登録を推進する地域
団体が重要性を再認識し、地質・地形調査を再開

調査地域への波及効果：地域振興へ
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房総付近の表示例

凡例表の一部(第四紀の火山)

2.知的基盤の整備 ウェブ地質図を完全リニューアル その１ 41特筆すべき
成果：

従来の「20万分の1⽇本シームレス地質図*」を全⾯改定した
シームレス地質図V2を公開

旧版
凡例数︓386

新版V2
凡例数︓2416

凡例を構造化し、時代・岩⽯種・岩相の⽤途に応じた表⽰が可能に
→ 詳細な情報を多様な形で提供

*地層や岩⽯の形成年代、構成する岩⽯の種類
などの区分を統⼀基準により描いた地質図

7年に渡る改定作業

旧版

新版

成果レベル、社会的重要性が特に高いもの

各種地質関連データに重ね合わせることができる

2.知的基盤の整備 ウェブ地質図を完全リニューアル その２ 42特筆成果

地質図高 表示システム「地質図Navi」
の基図として利用

⾜元の地質図がスマホで⼿軽に⾒られることで、アクセス数
と⼆次利⽤が増加

https://gbank.gsj.jp/seamless/v2.html

H29H28H27H26H25H24H23H22

年間で3.5億ヒットを突破

旧版

新版

ひなたGIS：地域の統計データや地理情報
を地図上に重ね合わせられるシステム

宮崎県地理情報システム「ひなたGIS」
の基図して利用

指定緊急避難場所●
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• 「前期-中期更新世境界」を⽰す千葉セクションを
国際標準模式地として国際地質科学連合に申請

• 審査で採択されれば、⽇本初の国際標準模式地に認定
• GSJは、微化⽯分析・堆積構造解析など地層形成時期の

環境推定に貢献

2.知的基盤の整備

千葉県市原市の地層を地質時代の国際標準として申請

国立極地研究所提供

Takahashi M. 2017, Bull. Geol. Surv. Japan

日本列島地殻変動の新説を提唱 43
日本列島地殻変動の新説を提唱 海底を隆起させ⽇本列島の⼤地を広げた第四紀の

地殻変動の原因は、フィリピン海プレートの運動
であることを提唱

◯新聞報道
朝⽇新聞
⽇本経済新聞
⽇刊⼯業新聞
他Web報道10件

◯TV報道
NHKスペシャル「列島誕⽣ジオ・ジャパン」

第2集「奇跡の島は⼭国となった」(H29.7.31)
◯特集記事掲載
⽇経サイエンス(H29.10⽉号)
Newton(H30.1⽉号)

プレス発表「日本列島の地殻変動の謎を解明」

都市域の地震災害、市街地の陥没事
故、杭基礎問題等の地盤リスク評価
について⾃治体・業界から⾼い要望

⽬的：地盤リスク軽減に資する
都市域の地質地盤情報整備

今後の展開

共同研究

⾼精度に地下を可視化する千葉県北部地域の3次元の
地質地盤情報を整備

千葉県環境研究センター
東京都⼟⽊技術⽀援・⼈材育成センター

• 東京都(23区)を調査・公開予定
• 災害被害予測図の作成や⼟壌汚染調査へ利活⽤

手賀沼付近の3次元地質モデル
上泉層

清川層

沖積層

埋立層

Elev. 
70 m

-120 m

薮層
上泉層

清川層
木下層

沖積層

2.知的基盤の整備 都市域の3次元地質地盤情報の整備 44特筆成果

地質平面図

最新の地質層序知⾒＋独⾃の
3次元モデリング技術を駆使

5 km四⽅のメッシュ区画ごとに
⽴体図の視覚化が可能

習志野

ボーリングデータの
閲覧が可能
→⺠間企業等が活⽤

任意の側線の断⾯図を描画

今年度の研究成果

• 新しい3次元地質図スタイル
を構築

• H29年度末プレス発表(予定)
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今年度の研究成果

今後の展開

• 海上掘削による活動履歴調査
• 伊勢湾沿岸の陸域のボーリン

グ調査

沿岸域の地質・活断層調査範囲
H20〜25年度の調査域
H26〜34年度の調査域

海-陸の地質情報の空⽩域を埋めるため、調査が困難であった
沿岸域の地質情報を整備

2.知的基盤の整備 沿岸域の地質・活断層の整備 45

調査⼿法・露頭が限られているために空⽩域であった沿岸域は、⼈⼝・
インフラが集中しているため、地質災害のリスク評価が重要

GSJシンポジウム
自治体・民間企業等
から計約90名参加

H28

⽬的：⼈⼝・インフラの集中する沿岸域の地質情報の整備

• 伊勢湾・三河湾の調査開始︓活断層分布・形状を解明
• 伊勢湾沿岸の陸域のボーリングデータ収集・調査
• 房総半島東部沿岸域の地質情報取りまとめ
• 相模湾沿岸域の地質情報整備の開始
• 駿河湾の成果を地元にもアピール

(GSJシンポジウム)

H21

H22

活断層データベースの維持・更新・機能強化を⾏い、
より使いやすいデータベースに改良

機能強化後の検索画面

1000

10000

100000

4/6/14 4/6/15 4/6/16

熊本地震

活断層データベースアクセス数
2016年熊本地震後︓通常の50倍（⽉平均）

背景画像の
選択肢が増加

⻑野県北部の地震

2.知的基盤の整備 活断層データベースの整備

2014/11/22

2016/4/14,16

我が国唯⼀の活断層に関する総合的なデータベースとして、
全国の活断層についての調査・研究データを網羅し、わかり
やすく表⽰すると同時に、維持・管理することで、国⺠に有
⽤な活断層情報を提供

⽬的：活断層データベースの整備

今年度の研究成果・アウトカム

• 背景画像の種類を増加（地形陰影図や衛星画像等）
→活断層と地形、建物等との関係の把握が容易に
→企業、個⼈からの問い合わせ、技術相談が増加

• ⾃治体の防災担当部署、国(地震本部)の要請を受け、活断
層データを提供

• 産総研テクノブリッジにて⺠間企業へデータベースを紹介
• 調査地点で撮影された写真データ(約80件)を初めて収録
• 学術論⽂、地震本部の地域評価結果、調査報告書等(約

1650件)を精査し、データベース登録フォーマットに変換

今後の展開

• 「地震⽕⼭観測研究計画」のもと，活断層データベース
の整備を継続

46
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東⽇本⼤震災以降、過去の津波に関する地質情報について
社会的な⾼いニーズ
GSJの津波堆積物の調査結果を地図上でわかりやすくweb
公開し、津波防災に関わる研究機関や⾏政機関、⺠間企
業、⼀般市⺠へ広く提供

⽬的：津波浸⽔履歴情報の提供

今年度の研究成果・アウトカム

今後の展開

南海トラフ沿いの三重県、⾼知県のそれぞれ⼀部地域について、
web公開に向けた地質柱状図データを整備

• 三重県津市と⾼知県南国市の津波堆積物調査結果の整備
(右図)

• 津波堆積物データが地震調査研究推進本部の⻑期評価に反映
• webを閲覧した⼀般市⺠からの問い合わせへ対応

• 津波シミュレーション結果も含めた津波浸⽔履歴情報をまとめ、随時公開
• 防災基礎情報として社会で広く活⽤されるwebデザインの制作

web公開の元となる高知県南国市の地質
柱状図①～④の4層の堆積物が内陸奥ま
で確認できる。(Tanigawa et al, in pressより)

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31以降

web公開開始
仙台平野の整備

石巻平野・福島県の一部整備

静岡県・三重県・和歌山県
のそれぞれ一部地域整備

公開

公開

公開 公開予定

三重県・高知県のそれ
ぞれ一部地域整備

順次公開予定

千島-日本海溝沿い，相模・

南海トラフ沿いのそれぞ
れ一部地域整備予定

2.知的基盤の整備 津波堆積物データベースの整備 47

48

Memo:
2.知的基盤の整備
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⽕⼭地質図の整備と、H29年10⽉霧島⼭(新燃岳)噴⽕の緊急調査を実施
2.知的基盤の整備 活火山の地質情報整備と緊急調査

防災対策上重要な活⽕⼭の⽕⼭地質図を整備し、
噴出物の物質科学的研究に基づいた噴⽕推移予測

⽬的

今年度の研究成果・アウトカム

• ⼋丈島⽕⼭の噴⽕履歴の調査・研究
• 御嶽⼭，⽇光⽩根⼭，恵⼭での調査
• 霧島⼭(新燃岳)噴⽕の緊急調査

49

¾ ⽕⼭灰分析による噴⽕プロセスの推定・噴出量の算定
¾ 1週間後の気象庁⽕⼭噴⽕予知連絡会に報告し、活動

評価・防災対策に貢献

新燃岳噴火の火山灰

迅速な現地調査により
降灰分布を作成、噴出量を算出 → 噴出規模を⾒積り

噴出物解析による噴⽕
プロセスの迅速把握

マグマの関与を
示唆

100 μm

新燃岳10月14-15日噴出物の分布

八丈島火山地質図(原稿完成)

H；白色粒子 L；変質した溶岩片
G；ガラス光沢緻密～発泡粒子

2.知的基盤の整備 活火山の緊急調査 その２ 50

H30年1⽉草津⽩根⼭噴⽕の調査を実施、推定噴⽕プロセスを迅速に報告し、
活動評価・防災対策に貢献

H

L
500 μmG

G
L

L

H
HH30.1.23 10:02 草津白根山噴火

H30.1.23
現地で火山灰採取
（気象庁）

H30.1.24 14：00頃 火山噴火予知

連絡会に火山灰観察結果を報告

H30.1.24 GSJで分析

H30.1.24-25 噴出物分布の調査

H30.2.14 大学・他機関と合同で、噴出量

(3-5万トン）を火山噴火予知連絡会へ報告

草津白根山1月23日噴火の等重量線図（単位はg/m2）

5 km

520
40

100

H30.1.24 16：45

気象庁を通じて推定
噴火プロセスを公表

水蒸気噴火の可能性を示唆
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利活⽤促進のため、地球科学図を⼆次利⽤しやすい
標準的なデータ形式に整備し、利活⽤事例の提案と
してアプリケーションも公開

⽬的：研究データの公開

今年度の研究成果

今後の展開

地質情報の⼆次利⽤に向けた取り組みとして、地球科学図のデータ
整備とアプリケーション開発を⾏い、ウェブから公開

以下のデータを整備・公開
・1/5万地質図幅3地域のラスターデータ
・1/5万地質図幅30地域のベクトルデータ
・⽕⼭地質図20地域のベクトルデータ
・ベクトルデータのWMS / WMTS（*）
・その他、絶版となっていたCD-ROMのデータ等
以下のアプリケーションを開発・公開
・1/5万地質図幅連続表⽰ビューア
・3D地質図ビューア
・断⾯図ビューア
地質図Naviについて、定常的に更新（次ページ参照）

データ整備・アプリケーション開発を継続
し、順次公開する

桜島火山地質図（第2版）WMSと3D地質図ビューアを利用
した地質図の二次利用の一例。標準形式に準拠することで、
国土地理院の地理院タイル（上図では陰影起伏図利用）とも
容易に合成表示が可能。

* ウェブ・マップ・サービスおよびウェブ・マップ・タイル・サービス：

地図配信の国際標準形式。これらを利用したサービスはウェブ
ブラウザのみで閲覧でき、他データとの組み合せも容易

2.知的基盤の整備 地質情報の二次利用 その１ 51

GSJ成果物の新たな提供
・新刊図幅ラスタデータ
・⽇本シームレス地質図V2
・地熱資源データ
・プレート⾯等深線データ

他機関データとの連携
・⼟壌図（農研機構）
・⼈⼝密度データ（総務省統計局）
・⾚⾊⽴体地図（アジア航測㈱）

閲覧機能の更新
・オーバーレイ情報の地図範囲による絞込
み機能
・重なったレイヤを⾒やすくする合成機能

利⽤者が着実に増加

プレート面等深線

赤色立体地図+
シームレス地質図V2

人口密度データ

人口密度データの
活用例：

地質災害の被災地
域の被災状況把握

地熱資源データ

例) 地温勾配

2.知的基盤の整備 地質情報の二次利用 その２ 52
地質図Naviの機能向上とデータ拡充

熊本地震

福島県浜
通り地震

御嶽山噴火
広島土砂災害
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2.知的基盤の整備 地質情報の二次利用 その３

⽇本の⽕⼭（第３版）

20万分の１
⽇本シームレス地質図

全国地熱ポテンシャルマップ

活断層データベース

国内の鉱床・鉱徴地に関する
位置データ集（第２版）

⽇本炭⽥図（第２版）

⽇本油⽥・ガス⽥分布図
（第２版）

地質図と活断層DBから得られる
地質情報や活断層の位置等から
施設の立地や不動産評価に活用

火山・断層・地熱の影響が大きい
ところ、軟弱な地盤や鉱物資源が
分布するところの判断資料に活用

GSJ出版物のうち、活⽤されたデータの⼀例

地質情報

地下深部の
⻑期安定性

将来の資源
の可能性

53
公的機関・⺠間による利活⽤事例

(株)ジオネット・オンライン

経済産業省
資源エネルギー庁

「科学的特性マップ」

54

Memo:
2.知的基盤の整備
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地質標本館を核とした活動

� 企画・特別展(6件)
� 体験イベント(3件)
� トピック展⽰(2件)
� 企業向けイベント(2件)
� 標本館グッズの種類増加
� バリアフリーへの取り組み

� 地質研究の過去・現在・未来をテーマとした展⽰改修

⼀般市⺠︓地質の研究のワクワク感を提供
企業・⾃治体︓地質情報の使い⽅への“ひらめき”を提供

(具体的な活⽤法、新たな応⽤法の紹介)
さらに“ひらめき”から連携へ。

H29年度来館者はH28年度⽐1割増、4.5万⼈の⾒込み

視覚障がいのある⼤学⽣の訪問学習
(筑波技術⼤学と連携)
→触れる⽯など触感で地質を知る試み

2.知的基盤の整備 地質情報の成果普及 その１ 55
キーコンセプト：地質研究の成果を享受する社会の構築

世界最⾼クラスのサイズと
空間解像度を持つ⽇本列島
⽴体地質図にリニューアル

夏の特別展「魅惑の鉱物」
期間中約21,000⼈が来館

「⽇本列島の地質」(上図)、「地質図の歴史」、
「東京の地下地形模型」、「世界の鉱物資源」等

「夏の特別展」(下図) 等

「化⽯クリーニング体験教室」 等

「草津⽩根⼭噴⽕」 等

「標本館ツアー」 等

「ナウマンゾウ絵柄⼿ぬぐい」 等

今年度の成果

今後の展開

• 幅広い年代層への知識普及
• 展⽰改修などによる企業ニーズ獲得

薄⽚技術で1件の技術コンサルティングを獲得
• 巡回展等を通じたパブリシティ向上と外部連携強化

静岡県地震防災センターと連携開始

• 地質から受ける恩恵やその利活⽤、リスクに対する
国⺠の理解を増進

• 地質標本館での企業に対するショーケース機能の拡充

地質標本館以外での活動
2.知的基盤の整備 地質情報の成果普及 その２ 56

� 地質情報展2017えひめ開催 (スライド21参照)
� 共催・後援イベント開催 (24件) (スライド19参照)
� GSJシンポジウム開催(4件)
� Web等を利⽤した情報発信の拡充

地質標本館HPにキッズページを開設し、
低年齢層のリテラシー向上へ

AIST⼀般公開時の薄⽚ツアーにて
地質研究を⽀える技術を広く紹介

¾ 年代測定技術などGSJの技術シーズの紹介
¾ コア試料観察技術など企業研修の場を提供

標本館HP、キッズページ(上図)、
AISTツイッター等
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57H28年度評価委員コメントへの対応

コメント︓３次元地盤図など、対象地域の選定基準は何か︖調査地の選定について
2.知的基盤の整備

コメント︓ユーザーにとっての利便性をさらに追求してほしい。地質情報の利⽤について

産業中⼼地
⼈⼝密集地

防災上重要な地域
地質学的に重要な地域

優先対象 ３次元地質地盤図では
・⾸都圏を対象
・千葉県︓関東平野を形成

する地層の模式地が存在
・模式地を起点に地層を追跡

することで効率的に展開

千葉県

（Ｈ29年度完成）

東京

埼玉

神奈川

①

②

③

④

例）⽕⼭噴⽕による⽕砕流の影響範囲を即座に画像化 (右図)

G-EVER⽕⼭災害予測⽀援システム
「⽕⼭重⼒流シミュレーション」を開発

標準化されたデータの配信 (⼆次利⽤の選択肢拡⼤・⼆次利⽤開発コストの削減)
直感的な情報の把握 (地質情報の理解促進)

「PNG標⾼タイル」 →
を開発

H29年度 国⼟交通省国⼟地理院
「防災アプリ」賞を受賞

雲仙岳での火砕流
シミュレーション

58

Memo:

⽞武岩の薄⽚写真
産地︓東京都⼤島町伊⾖⼤島

（地質標本館カレンダー2017より）
1950年の三原⼭噴⽕で流れ出した⽞武岩
溶岩試料の薄⽚。
⽐較的⼤きな結晶である斑晶の間に細か
い⽯基が埋まる、⽕⼭岩の特徴を⽰す。

2.知的基盤の整備
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１．領域の概要と研究開発マネジメント

２．知的基盤の整備

３．「橋渡し」のための研究開発

（１）「橋渡し」につながる基礎研究（目的基礎研究）

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発

（３）「橋渡し」研究後期における研究開発

地質調査総合センター長 矢野雄策

研究戦略部長 中尾信典

地質調査総合センター長 矢野雄策

59目次

３.「橋渡し」のための研究 （１）「橋渡し」につながる目的基礎研究 60

⽬的基礎研究 (7件) 橋渡し前期 橋渡し後期

地下資源の
調査・利⽤

超臨界地熱
地熱発電管理

海外レアアース
メタンハイドレート
地中熱

海底曳航式システム
天然ガス資源成因
窯業原料化
蓄熱材実⽤化
地中熱

地下環境の
保全・利⽤

⼟壌汚染浄化
深部流体検出

CO2地中貯留
地層処分① ②
⽔道管腐⾷評価

⼟壌汚染リスク

地震・⽕⼭の
調査・評価

応⼒マップ
誘発地震制御
⽕⼭岩年代測定

熊本地震
活断層調査
地殻活動調査
⽕⼭迅速観測
阿蘇⽕⼭評価
ドローン空中探査

地震ハザード評価
⽕⼭ハザード評価

特筆すべき成果︓成果レベル、社会的重要性が特に高いもの
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・プレート沈み込み帯で発⽣し、地下数kmまで上昇した⾼温の岩体
内部に超臨界状態にある地熱資源が⼤量に（数百ＧＷ以上の発電
容量に相当）存在する可能性が⽰唆されてきた

・地熱チームは国内研究者のリーダーシップを取り、可能性検討
ロードマップ策定等を⾏ってきた

・超臨界地熱発電はエネルギー・環境イノベーション戦略における
8つの重要課題のひとつに位置付けられている

⽬的：超臨界地熱発電の実現可能性評価

今年度の研究成果

今後の展開

受託研究

超臨界地熱発電の実現可能性詳細調査を⾏い、現実的な規模・経済性での
発電が実現可能であることを提⽰

・地質、地震、物理探査データ等をもとに世界各国の超臨界地熱システム
のモデル化を⾏い、概算資源量を提⽰

・シミュレーションにより東北地⽅における天然超臨界地熱系の存在可能
性を提⽰

・超臨界岩体内での⻲裂システム造成前後における強度、透⽔性の変化を
実験的に解明

・400℃の坑内で使⽤可能な光ファイバ分布型センシングシステムを開発

図１︓東北地⽅の典型的超臨界地熱システムモデル

図２︓⾃然電磁波を⽤いた深部地下構造
再評価結果

超臨界地熱
システム

NEDOプロジェクト/ METIプロジェクト受託研究４件

・エネルギー・環境イノベーション戦略（NESTI2050）ロードマップに
従い、試掘、実証試験等を経て2050年頃の普及を⽬指す

バソリス
結晶⽚岩

花崗岩質
基盤

中部地殻

深部マグマ溜り

既存浅部地熱系
約 3 〜 5km

数 km 〜 20km体

61３.（１）目的基礎研究 超臨界地熱資源の開発

・地下の地熱貯留層内での流体の挙動をモニタリングすることは、地熱発電の持続性維持、⼈⼯的⼿法による
⽣産量増⼤のために重要

・地熱貯留層内外で発⽣する微⼩地震に着⽬し、貯留層内での流体挙動に関する情報の抽出を試みた

⽬的：微⼩地震による貯留層内での流体挙動のモニタリング

今年度の研究成果

今後の展開

受託・共同研究

微⼩地震観測により、地熱貯留層内部の流体挙動イメージングに成功

・国内地熱地域での連続地震モニタリングにより取得した⾼品質データを⽤いて、地震波に含まれる反射
波、散乱波の⾼度検出法を開発

・微⼩地震震源の時空間分布、震源メカニズム解析結果、散乱・反射解析結果等を統合し、貯留層内での流
体移動のイメージングを実現。貯留層能⼒回復のため地下へ注⽔した際の効果を可視化することに成功

・IF付国際誌発表(1件)

涵養注⽔時に発⽣した微⼩地震の解析結果。⿊丸は震源を，コン
ターは岩体内の散乱強度を⽰す。断層に沿って発⽣した2つの地震
群が，⾼散乱性ゾーン（透⽔ゾーン，⾚い部分）により接続され
ていることがわかる。

JOGMECプロジェクト受託研究
⺠間共同研究

・微⼩地震を⽤いた貯留層内流体挙動イメージング技術
を⾼度化し、シミュレーションと組み合わせることに
より地熱発電の持続性維持、発電量増⼤に寄与

・地熱貯留層内外での誘発有感地震発⽣メカニズム、発
⽣抑制法に関する研究を進展させ、地熱資源の健全・
適正開発に寄与

62３.（１）目的基礎研究 地熱貯留層管理・モニタリング
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63

⽬的：

今年度の研究成果

今後の展開

受託・共同研究

天然鉱物や環境微⽣物を利活⽤した有機化合物の汚染浄化技術の開発と
複合汚染物質を分解する細菌の新規発⾒

• 天然硫化物による残留性有機化合物の酸化分解技術を確⽴
• 複合汚染(ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ)における有⽤分解微⽣物を新規発⾒（下図）
• 新規法規制物質(1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ、ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ)の微⽣物分解特性を解明
• IF付国際誌発表(6件) 、特許査定登録(1件)

• 国の規制施策⽴案への反映
• ⺠間共同研究を介した技術の実⽤化

を促進

環境省 環境研究総合推進費(3件)
科学研究費(1件)、⺠間共同研究(1件)

３.（１）目的基礎研究 土壌・地下水汚染浄化技術の開発特筆成果

天然鉱物利用

微生物利用

汚染リスク評価 低コスト・低環境負荷浄化技術の開発

：対策が困難な⼤規模・複合汚染に利⽤

分解特性・機構の解明

←掲載後のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ数
：100件/⽉

Water, Air & Soil Pollutionに発表

地下⽔の⽔質・pH等の変動を引き起こす深部流体の混⼊の判定は地下⽔の⻑期安定性評価に重要
従来のLi/Clを⽤いた⼿法では海⽔等が混⼊している場合、深部流体の検出は困難

⽬的：放射性廃棄物の地層処分に資する地下⽔の安定性評価

今年度の研究成果

今後の展開

• ハロゲン元素⽐(Br/Cl-I/Cl)
を指標とした検出⼿法を
提案(左図)

• 海⽔等の混⼊試料にも適⽤
できることを提⽰

• 東北地⽅において、⽕⼭か
ら20km圏内に深部流体の
割合が⾼いことを発⾒

• 全国の地下⽔へ適⽤
• 深部流体上昇量の解析による

地下⽔⽔質の⻑期変化の解明

沈み込むスラブから脱⽔した深部流体を検出するための新規な指標を
提案し、詳細な深部流体分布の把握を可能に

ハロゲン元素比を用いた
高Cl濃度地下水の起源解析

東北地方における深部流体
上昇の分布域

続成流体：堆積物の続成作用により有機物起源のハロゲン元素を溶解した流体

64３.（１）目的基礎研究 新規な深部流体検出手法の提案
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65

⽬的：地震最⼤規模・発⽣様式予測の⾼精度化

今年度の研究成果

今後の展開

• 関東地域の10kmメッシュの応⼒マップを完成(上図)
→ 従来の約3倍の空間分解能
→ 2014年⻑野県北部地震の動的破壊過程の再現に成功
• 開発した新たな分析法により、微⼩地震の正確な

モーメントマグニチュード推定を実現(下図)
IF付国際誌発表(2件)

• 他地域の応⼒マップを順次整備
• 地殻活動予測シミュレーションの開発

独⾃の微⼩地震の発震機構解*を⽤いて関東地域の応⼒マップを纏め、
地域の地震発⽣ポテンシャル評価への道を開拓

３.（１）目的基礎研究 応力マップの整備と地震規模・発生評価特筆成果

複雑な応⼒場の実態を解明

受託研究 ⽂部科学省受託研究
気象庁マグニチュード

従来のM推定の
偏りを解明

*発震機構解︓どのような断層運動が起こったのかを⽰すもの

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ

誘発地震は⾮在来型⽯油天然ガス資源の開発や廃⽔処分等に
おいて重要な課題

⽬的：注⽔誘発地震の特徴及び発⽣条件の解明

今年度の研究成果

今後の展開

受託研究

注⽔による誘発地震の特徴及び発⽣条件を解明し、
誘発地震の制御に資する知⾒を蓄積

• 他フィールドと他分野(地熱開発)へ展開

国際受託研究︓中国科学院武漢岩⽯⼟⽊⼒学研究所

四川盆地シェールガス
⽣産⽔圧破砕施⼯現場

H28年1⽉〜H29年2⽉まで発
⽣したM1以上の誘発地震の震
源分布と簡易地質断⾯図

66３.（１）目的基礎研究 注水誘発地震制御に向けた調査・研究

水圧破砕実施井戸

• 四川盆地シェールガス現場での誘発地震データから地震と注⽔
の関連性を明らかにし、誘発地震は余震をトリガーする能⼒が
⾃然地震に⽐べ⾮常に低いことを解明

• 系統的室内注⽔実験を通して、岩⽯の強さと脆性度
が誘発地震の規模を⽀配する要因であることを解明

• IF付国際誌発表(6件)
GSJ筆頭: Scientific Reports等
⾮筆頭 : Nature Geoscience等
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プレートテクトニクス理論の第⼀級の未解決課題︓プレート沈み込み開始過程
島弧⽕⼭の形成発達史の解明には⾼精度の年代データが不可⽋

⽬的：Ar/Ar年代測定の⾼精度化・⾼効率化による地質現象の解明

今年度の研究成果

今後の展開

⾼精度Ar/Ar年代測定システムを構築、
年代データから初期島弧の形成史の復元に成功

• Ar/Ar年代測定システムを新たに⽴ち上げ、⾃
動化により国内随⼀の⾼精度データを多量に⽣
産できる体制を確⽴（左図）

• 海底掘削試料の測定により得られた⾼精度の
Ar/Ar年代データから、伊⾖ー⼩笠原ーマリア
ナの初期島弧の形成史を復元（右図）

• IF付国際誌発表(1件)

・世界トップレベルの⾼品質データを⽣産するラボの確⽴
・多様な⽕⼭噴出物（溶岩，軽⽯，⽕⼭灰等）についてあらゆる年代レンジ

（特に数千年〜数万年前）で⾼精度年代データを⽣産可能とする

復元した初期島弧の火山活動史

新たに構築したAr/Ar年代
測定システム

受託・共同研究
・SIP 「次世代海洋調査技術」
・国際深海掘削計画（IODP)

67３.（１）目的基礎研究 火山岩年代測定と初期島弧形成史の復元

68H28年度評価委員コメントへの対応

コメント︓表層型MH資源量の調査だけでなく開発⼿法の研究にも参画すべきでは︖

表層型メタンハイドレート(MH)の調査研究について
３.（１）目的基礎研究

GSJ

・MH⽣産技術の開発は、AIST・創エネルギー研究部⾨が担当
・GSJはH29年度から開発効率化に向けた地質調査を実施

現行国家プロジェクト「メタンハイドレート開発促進事業」

H28FY H29FY H31FY~～H27FY

重点的広域調査重点的広域調査

開発効率化に向けた地質調査開発効率化に向けた地質調査

開発技術の研究開発技術の研究
技術評価＋
実証試験

技術評価＋
実証試験

H30FY

国プロの延長 (?)

創エネRI

支援

商業
化

「⽬的基礎研究」 「橋渡し前期」
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69

Memo:
３.（１）目的基礎研究

流紋岩の薄⽚写真
産地︓兵庫県豊岡市

（地質標本館カレンダー2017より）
斑晶がガラスに浮かんだ組織。⽬⽴った
流理をみせる。
斜⻑⽯斑晶が流理に平⾏となっているこ
とから、マグマの流動⽅向がわかる。

３.「橋渡し」のための研究 （２）「橋渡し」研究前期における研究開発 70

⽬的基礎研究 橋渡し前期 (13件) 橋渡し後期

地下資源の
調査・利⽤

超臨界地熱
地熱発電管理

海外レアアース
メタンハイドレート
地中熱

海底曳航式システム
天然ガス資源成因
窯業原料化
蓄熱材実⽤化
地中熱

地下環境の
保全・利⽤

⼟壌汚染浄化
深部流体検出

CO2地中貯留
地層処分① ②
⽔道管腐⾷評価

⼟壌汚染リスク

地震・⽕⼭の
調査・評価

応⼒マップ
誘発地震制御
⽕⼭岩年代測定

熊本地震
活断層調査
地殻活動調査
⽕⼭迅速観測
阿蘇⽕⼭評価
ドローン空中探査

地震ハザード評価
⽕⼭ハザード評価

特筆すべき成果︓成果レベル、社会的重要性が特に高いもの
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レアアース鉱⽯の選鉱試験を南ア・国⽴鉱物処理研究所と共同で実施し、
精鉱中のレアアース濃度を従来の4倍に向上

71３.（２）橋渡し研究前期 海外レアアース資源の調査・研究

中国外のレアアース供給元を確保
南アフリカ共和国には、ハイブリッド⾃動⾞等に
必須な重レアアース資源が豊富に賦存

⽬的：南ア・レアアース資源の開発可能性調査

今年度の研究成果

今後の展開

受託研究

南ア国営鉱業公社を中⼼として、
同鉱床の開発に向けた鉱床精査、
ベンチスケールの選鉱試験に移⾏
(３年以内を⽬途)

資源エネルギー庁受託研究

レアアース精鉱の反射電子線像(左)
元素マッピング(右)
ピンク色(右)が濃集したレアアース
鉱物（ゼノタイム）

鉱物処理研究所での浮選実験

50 μm

• 南ア・鉱物処理研究所と共同でレアアース鉱⽯の選
鉱試験を実施し、精鉱中のレアアース酸化物濃度を
11.6%に向上(実開発には20%以上必要)

• 浮選効率を向上させる鉱⽯中の
粘⼟分除去技術をほぼ確⽴

0

2

4

6

8

10

12

14

1 2 3原鉱 H28FY
開発

H29FY
開発

レアアース酸化物濃度(%)

0.6%

2.9%

11.6%

5倍

4倍

⽇本周辺海域における表層型MHの賦存状況を把握するた
め、深海曳航式の海洋電磁探査を実施し、海底下浅層部の
詳細な⽐抵抗構造の情報を取得

⽬的：表層型MHの海洋電磁探査

今年度の研究成果

今後の展開

受託研究

「エネルギー基本計画」に基づく国家プロジェクトにおいて表層型メタンハ
イドレート(MH)の賦存状況を詳細に把握する海洋電磁探査を実施

• 表層型MHに関するデータが不⾜しているオホーツク海
網⾛沖海域、⽇本海最上トラフ海域および隠岐トラフ海
域において海洋電磁探査を実施

• 各海域において海底下浅層部の詳細な⽐抵抗構造を把握
• IF付国際誌発表(1件)

資源エネルギー庁受託研究

海洋電磁探査に使用した
送信機

海洋電磁探査に使用した
受信機の投入風景

海域の天然ガス資源ポテンシャル評価
うち、メタンハイドレートの資源ポテンシャル評価

〜H27FY H28FY H29FY H30FY

日本海表層型MH資源評価
（資源量調査はH25FY～H27FYに実施）

MHの相変化・熱力学的挙動の解明と生産技術開発MHの挙動解明

表層型MHの賦存状況把握のための
海洋調査の実施

GSJで実施

エネルギー・環境領域で実施

H31FY〜

次期政府計画
（検討中）

海域堆積
盆の燃料
資源ポテ
ンシャル
評価精度
の向上

72３.（２）橋渡し研究前期 表層型メタンハイドレートの調査
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国内では地下⽔を直接利⽤するオープンループシステムや、新しい
タイプの熱交換⽅法による地中熱利⽤システムの開発・利⽤が要望

⽬的：地域の⽔⽂特性と調和した地中熱ポテンシャル評価

今年度の研究成果

今後の展開

熱交換タイプに応じて、地中熱ヒートポンプシステムの適地が分かる
マップを開発

・産総研シーズ⽀援事業にて開発した、熱交換能⼒の⾼い「⾃噴井を利
⽤した地中熱ヒートポンプシステム（セミオープンループ）」につい
て，福島県会津盆地を対象とした適地マップを作成

・⼀⽅、同地域については、クローズドループを想定した⼾建住宅⽤の
地中熱システム⽤熱交換器の必要⻑さ分布図を作成

・同地域で、クローズドループとセミオープンループの両システムにつ
いての適地評価を可能とした

・得られた成果は学会の他、再エネ関連のシンポジウムや展⽰会等で⾃
治体や⺠間企業へ積極的に発信し、普及活動を推進

・IF付国際誌発表(1件)

・⾃噴井利⽤型以外のポテンシャルマップ開発
・NEDO等の国プロ資⾦の獲得

クローズドループシステム

セミオープンループ
システム

73３.（２）橋渡し研究前期 地中熱ポテンシャル評価の高度化

⽬的：CCS実⽤化のため安全管理技術の開発

今年度の研究成果

今後の展開

受託・共同研究

CCSの安全性評価のために、キャップロックの遮蔽性能を⾼精度に
予測する⼿法を開発

• キャップロックの遮蔽性能評価に関して、微細⽳加⼯を施
した岩⽯試料のスレッショルド圧から、接触⾓を求める⽅
法を新規に開発

• IF付国際誌発表(2件)

• 重⼒モニタリング技術の開発、
地化学やジオメカニックの解析
技術により安全性評価へ貢献

⼆酸化炭素地中貯留技術研究組合

• CO2圧⼊・貯留に係る安全管理技術の確⽴を⽬標にした⼆酸化
炭素地中貯留技術研究組合の傘下で、⻑期挙動予測⼿法の確⽴
等を⽬指す

接触⾓を求めるための微細⽳加⼯試料
のスレッショルド圧測定

超臨界CO2の
ブレークスルー

界⾯の接触⾓T

74３.（２）橋渡し研究前期 CO2地中貯留(CCS)の安全性評価
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列島各地でこの
深度を調査

沿岸域の浅層から深層までの地下⽔の動きを知る
ことは、学術的にも地層処分事業にも重要。調査
法の確⽴、データ蓄積が必要
実際の地層処分事業では、地質環境分野、⼯学技
術分野、安全評価分野間での情報連携が重要

⽬的：沿岸域深層地下⽔研究の発展

今年度の研究成果

受託研究

地層処分の安全性評価に必要な沿岸域深層の⽔理地質特性に関して調査
技術の⾼度化開発を⾏うとともに、科学的な知⾒を取りまとめて発信

• 北海道サロベツ原野沿岸部にて1200m深ボーリング
孔における⽔理⽔頭分布から深層に異常な間隙⽔圧
が存在することを確認し、安全評価研究に貢献

• 韓国地質資源研究院との⽇韓ワークショップを開催
し、今後の情報交換を約束

資源エネルギー庁受託研究
(⽇本原⼦⼒研究開発機構、原⼦⼒環境整備・資⾦管理センター、電⼒中央研究所と共同で実施)
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75３.（２）橋渡し研究前期 地層処分に資する沿岸域の調査

日本列島沿岸部の模式的な地下水流動状況

長期安定領域から異常間隙高圧の場所や資
源埋蔵域を除き安全性の低い領域を除外する

今後の展開

列島周囲の深部地下⽔採取(120点程度)を予定 (3年程度)

沿岸部の地下水の水質、同位体、水圧の深度変化

将来10万年間以上にわたる侵⾷作⽤による放射性廃棄物埋設深度の減少を予測・評価する⼿法、
核種移⾏経路となる地下⽔流動場の変動を評価する⼿法を開発

⽬的：放射性廃棄物の⻑期(10万年〜)にわたる隔離のための地質・地下⽔流動の変動評価

今年度の研究成果

今後の展開

地下深部に埋設する(中深度処分・地層処分)放射能濃度の⾼い放射性廃棄物から、
⽣活圏の安全を⻑期間(10万年~)にわたって確保するため、廃棄物埋設地に対する
隆起・侵⾷、断層活動等の⾃然事象の影響と地下⽔流動の変化を評価

• 埋設深度の確保を評価するための、数10万年程度
までの絶対年代に基づく精密な隆起速度評価⼿法
を提案

• 海⽔準変動による地下⽔流動場への影響の実態解
明と影響評価⼿法の適⽤性を検証

• 堆積岩地域の異常間隙⽔圧の成因と地下⽔流動場
への影響の評価⼿法を確⽴

• 原⼦⼒規制委員会「中深度処分における廃棄物埋
設地の位置に係る審査ガイドの⾻⼦案」に反映

• IF付国際誌発表(2件)

原⼦⼒発電施設等安全技術対策委託費（⾃然事象等の評価⼿法に関する調査）事業

安全規制に資する年代測定の⾼効率・⾼精度化

固体放射性廃棄物の処理・処分概念
（原子力規制委員会、2015）

76３.（２）橋渡し研究前期 地層処分の安全性評価

受託研究
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莫⼤なコストを要する⽼朽⽔道管の更新は喫緊の社会的課題
従来の評価⽅法は、路⾯を開削して⽐抵抗を測定

⽬的：社会インフラ維持管理技術の向上

今年度の研究成果

今後の展開

受託・共同研究

道路を掘らない⾼周波交流電気探査で、⽔道管の腐⾷リスクを評価

• 道路上から路⾯を傷つけることなく⽐抵抗計測に成功
• ⾼ダイナミックレンジの電位計測・⾼い計測再現性を実現

• ⽐抵抗値を基に、⽔道管の腐⾷リスク予測を実証
特許出願(1件)

(⼀財)ガス機器検査協会(経済産業省再委託)

77３.（２）橋渡し研究前期 社会インフラ管理を支援する物理探査技術

(直流電気探査の数⼗倍) (偏差5%以内)

• 広域調査のための⻑距離計測が可能な曳航式に発展
• 全国の⽔道事業に展開
• 液状化リスク評価や⼯業⽤⽔・砂防ダム・堤防調査

などに応⽤

測定結果の例︓⽔道管のある深度は
⽐抵抗が⾼く、腐⾷リスクは⼩さい

水平距離(m)

深
度
(
m
)

水道管のある深度 管体調査エリア

腐食リスク高

比抵抗(Ωm)

ローラー電極

受信機

送信機

特筆成果

78

Memo:
３.（２）橋渡し研究前期
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⽬的１：熊本地震の地表変状マッピング

今年度の研究成果・アウトカム

熊本地震を引き起こした布⽥川断層帯と⽇奈久断層帯の調査を⾏い、
未破壊区間の⻑期評価に資する過去の地震履歴を解明

⽂科省委託調査として熊本地震で形成された地表変状を詳細に記載

79３.（２）橋渡し研究前期 熊本地震を踏まえた活断層調査①

地表変状マップを作成(全⻑約50 km)
• 地震本部ホームページ上で公開
• ⾃治体や企業の防災対策に活⽤

● H28,29年度調査・解析
● Ｈ29 年度調査地点

調査断層帯の位置図

特筆成果

• 海陸いずれも，既存評価より⾼頻
度で地震を起こしてきたことが判
明（右図）

従来の頻度 ︓8,000〜26,000年
本研究の頻度︓2,000〜3,000年

⽬的２：熊本地震と震源断層の評価

今年度の研究成果・アウトカム

80３.（２）橋渡し研究前期 熊本地震を踏まえた活断層調査②

□ H28,29年度調査・解析
｜ Ｈ29年度調査地点

（陸域5地点、海域1地点）

海底地質構造の解析トレンチ調査

断層帯の新しい活動履歴情報を取得
地震発⽣確率を⾼精度化 → ⻑期評価の新指針

*過去6回以上の地震痕跡
(これまでは1回)

*過去4回以上の地震痕跡
(これまでは2回)

布⽥川断層帯 ⽇奈久断層帯

⼀般公開や課外事業による
防災意識の啓発

• 国の活断層評価に使⽤予定
• ⽇本地質学会第124年学術⼤会

の「特筆すべき研究成果」とし
てプレス発表

特筆成果
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・陸域３断層帯および沿岸海域１断層帯の調査を実施︓
位置・形状、過去の活動履歴について、既存評価の
改訂につながる新知⾒を取得

・平成28年度調査結果を⽂科省報告書として公表
活断層データベースに収録予定

・房総半島南部の海岸段丘の年代から相模トラフ沿い
の巨⼤地震の発⽣時期を再評価

・12⽉に国が公表した千島海溝沿いの地震活動の
⻑期評価において、津波堆積物調査成果が採⽤

⽬的：⻑期評価に資するデータの提供

今年度の研究成果・アウトカム

活断層および海溝型地震履歴の調査を⾏い、国の活断層評価に貢献

• 陸域２断層帯、沿岸海域１断層帯の調査(H30年度)
• 海溝沿い各地での津波浸⽔・隆起履歴の⾼精度解明

全国の活断層について、信頼度の⾼い地形・地質データを取得
⽇本列島の主な海溝沿い(千島-⽇本海溝，相模トラフ，南海トラフ)で、過去の巨⼤地震の発⽣時期、
再来間隔、震源・波源断層を解明

H29年度の調査対象断層帯・海溝型地震履歴調査
の位置と調査成果（⻘い吹き出しはH28年度調査）

受託研究 ⽂科省・JAMSTEC再委託研究
内陸および沿岸海域の活断層調査

南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト等

今後の展開

糸魚川ー静岡構 線断層帯
・最新活動時期，平均変位 度を

精度良く決定

鴨川低地断層帯
・活断層である証拠が
認められない

石狩低地東縁断層帯
・最も活動的な背斜構
の南端位置が判明

太田断層・調査中

布田川断層帯・日奈久断層帯
・2016年熊本地震後の重点調査

房総半島海岸段丘
・相模トラフ沿いの巨大
地震発生間隔の再評価

綾瀬川断層帯
・活断層である証拠が
認められない

曽根丘陵断層帯
・過去４ないし５回分
の古地震履歴が判明

長岡平野西縁断層帯
・断層帯の長さ，活動間隔，平均変
位 度，最新活動時期が判明

駿河湾・四国・九州東部沿岸津波堆積物
・南海トラフ沿いの巨大地震履歴の評価

北海道東部沿岸津波堆積物
・千島海溝沿いの超巨大地震履歴の評価

81３.（２）橋渡し研究前期 活断層・海溝型地震履歴の調査研究

短期的ゆっくりすべり(SSE)は南海トラフ地震の⾮常に
重要なモニタリング指標。観測点が少ない三重県北部に
ある北勢観測点において既存井⼾の活⽤を検討

⽬的：地下⽔位の短期的SSEの断層モデル推定への活⽤

今年度の研究成果

今後の展開

井⼾の密閉により地下⽔位の地殻歪応答を改善し、
⽔位データを短期的ゆっくりすべりの断層モデル
推定に活⽤できることを提⽰

• ⽔位の地殻歪感度を推定(密閉により感度が10倍)
• 歪計設置に⽐べて1/50以下の低コストで実施
• 潮汐・気圧・降⾬応答を除去した補正後データを⽤いて

短期的SSEの断層モデル推定への活⽤が可能となった

改良されたSSE断層モデルを「地震調査委員
会」「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討
会、地震防災対策強化地域判定会」等に報告し、
評価に貢献
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82３.（２）橋渡し研究前期 南海トラフ周辺地殻活動モニタリング

南海トラフ沿いの地下水・歪観測点

- 85 -



⽕⼭ガス観測技術・知⾒集積が不⼗分
噴⽕推移の準リアルタイム観測・⾃動化が必要

⽬的：噴⽕レベル評価に資する地質観測データの迅速提供

今年度の研究成果

受託・共同研究

⽕⼭ガス・⽕⼭灰の迅速観測システムを開発し、
桜島での実証実験と霧島⼭での観測を実施

• 従来よりも⼩型化した⽕⼭ガス多成分組成観
測装置(改良型Multi-GAS︓右図)を開発

• 桜島を対象とする実証実験を開始
• 霧島⼭の噴⽕に対応し、観測を開始

(内閣府よりプレス発表)
• 社会実装に向けた意⾒交換会を実施(下図)

内閣府SIP防災
「レジリエントな防災・減災機能の強化」
共同研究
（東京⼤学理学部、防災科学技術研究所）

H29年10月に噴火した霧島山

83３.（２）橋渡し研究前期 火山活動のリアルタイム自動観測

・⼩型化・パッケージ化
→観測地点の範囲拡⼤

霧島山に設置したMultiGAS

・データ転送が可能
→リアルタイムでの統合

的な⽕⼭活動の把握

桜島火山防災協議会との
意見交換会(内閣府も参加)

特筆成果

マグマの放出を伴う噴⽕活動を頻発している阿蘇カルデラ
では、地震波速度異常が地下の部分溶融体の存在を⽰唆

⽬的：⽕⼭活動の可能性の定量的評価

今年度の研究成果

今後の展開

受託研究

• 広帯域MT法による電磁探査を実施
• 3次元インバージョンより⽐抵抗構造を解明
• 地下深部のマグマ溜りからのマグマ上昇経路

の3次元的なイメージングに成功

• MT法の⻑期観測システムの構築による
マグマ溜りの時間的変動を捉える

原⼦⼒規制庁受託研究

マグマ

深部低周波地震

阿蘇カルデラ

84３.（２）橋渡し研究前期 活動的カルデラ火山の地下構 調査研究

地殻変動観測によるマグマ
活動源の位置と⼀致

阿蘇カルデラにて多地点での電磁探査を実施し、マグマ溜りからの
マグマの上昇を3次元的にイメージングすることに成功

113地点での緻密な調査

比抵抗断面図
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近年頻発する⼟砂・⽕⼭災害地は⼈の⽴⼊が困難
ヘリコプターは狭いエリアへの侵⼊や低空⾶⾏が困難
⼈命救助のための埋没⾞両探査への要望

⽬的：ドローンを利⽤した物理探査技術の開発

今年度の研究成果

受託研究

ドローン吊り下げ型電磁探査システムの
開発により埋没⾞両の探査に成功

• センサー付ドローンの安定⾛⾏に成功
• 実証実験サイトでのオンサイト可視化

を実現(下図)
特許出願(1件)

NEDOプロジェクト︓⺠間３社と共同受託

85３.（２）橋渡し研究前期 災害に対応する空中物理探査技術

土砂災害現場での埋没車両探査のイメージ

深い埋没車両
(3 m)を検知

今後の展開

• ⾃然災害時の迅速な⼈名救助に貢献
• 埋⽴地や農地等での地盤調査に応⽤

ドローン航行計測データ例

12 m

浅い埋没車両(1.5 m)
を明確に検知

地下探査技術とフィールド
ロボティクスの融合成果

特筆成果

地図データ：Google, 
ZENRIN

86H28年度評価委員コメントへの対応

コメント︓⻑年に渡るJOGMECとの海洋資源開発においては、
社会実装技術の開発が望まれる。

海洋資源開発について
３.（２）橋渡し研究前期

• 海洋利⽤に資する⾼分解能化の深海曳航式新システムを構築
• ⺠間企業と連携し、探査装置システムを開発

（スライド89,90参照）

深海での鉱物資源／
活断層履歴の調査の実現を⽬指す
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87

Memo:
３.（２）橋渡し研究前期

貨幣⽯の薄⽚写真
産地︓東京都⼩笠原村⺟島

（地質標本館カレンダー2017より）
貨幣⽯は古第三紀始新世（約4千数百万年
前）に海中で⽣息していた⼤型の有孔⾍
の殻で、⽯灰質からなる。
同⼼円状に成⻑し、貨幣のような外形を
⽰す。

３.「橋渡し」のための研究 （３）「橋渡し」研究後期における研究開発 88

⽬的基礎研究 橋渡し前期 橋渡し後期 (8件)

地下資源の
調査・利⽤

超臨界地熱
地熱発電管理

海外レアアース
メタンハイドレート
地中熱

海底曳航式システム
天然ガス資源成因
窯業原料化
蓄熱材実⽤化
地中熱

地下環境の
保全・利⽤

⼟壌汚染浄化
深部流体検出

CO2地中貯留
地層処分① ②
⽔道管腐⾷評価

⼟壌汚染リスク

地震・⽕⼭の
調査・評価

応⼒マップ
誘発地震制御
⽕⼭岩年代測定

熊本地震
活断層調査
地殻活動調査
⽕⼭迅速観測
阿蘇⽕⼭評価
ドローン空中探査

地震ハザード評価
⽕⼭ハザード評価

特筆すべき成果︓成果レベル、社会的重要性が特に高いもの
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海洋⽴国⽇本として、世界第６位の⾯積を
誇る海洋の利⽤・開発

⽬的：海底鉱物資源広域調査の推進

今年度の研究成果

今後の展開

共同研究

⾰新的な分解能の海底下地質構造調査を可能とする新しい調査技術開発
に着⼿し、試験データ取得に成功

• 曳航式の新システムを構築
• 試験調査でのデータ取得に成功(次ページ)
• マルチパッケージ化を推進(図)

• 従来の数百倍⾼精度な探査技術の確⽴
• マルチパッケージ化による海底鉱物資源

の効率的な探査の確⽴
• 船上での即時解析による調査の能率化
• 活断層活動履歴調査への応⽤

⺠間共同研究

89３.（３）橋渡し研究後期 海底曳航式システムの開発

Advanced Integrated Sensors
Towing systems (AISTs)

既存センサー

H29年度導⼊ 導⼊予定

産総研の地質調査・計測技術
＋⺠間の製品開発⼒

特筆成果

曳航体＆ストリーマケーブル

海面曳航マルチチャンネルストリーマケーブル

エアガン

分解能のイメージ

曳航の様子エアガン

深海曳航装置

海面曳航
ストリーマケーブル

ストリーマケーブル投入の様子

深海曳航マルチチャンネルストリーマケーブル

⽔深1,000 mを超える実海域で
深海曳航データの取得に成功

民間企業と共同開発中
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⺠間では対応が困難な根源岩評価等による
国内探鉱活動の⽀援

⽬的：在来型天然ガス資源の鉱床成因の解明

今年度の研究成果

今後の展開

共同研究

在来型天然ガス資源の鉱床成因に関して，地質学，有機地球化学および
地球微⽣物学の⼿法を駆使して野外調査やポテンシャル評価を実施

• 国内探鉱対象地域の新⽣代⽯炭について、⽯油根源岩
能⼒が⾼いことを解明

• 原油分解に直接関与する新規な微⽣物種を発⾒、国際
会議にて優秀ポスター賞を受賞

• メトキシ芳⾹族化合物を利⽤する新たなメタン⽣成経
路の発⾒について、歴史と権威のあるゴードン会議に
て招待講演

• IF付国際誌発表(3件)

• 探鉱活動や在来型天然ガス資源量の評価に資する研究
を継続的に実施

⺠間共同研究（⽯油・ガス開発会社等５社）

共同研究での有機地化学分析
用試料の採取

国際会議にて優秀
ポスター賞を受賞

91３.（３）橋渡し研究後期 在来型天然ガス資源のポテンシャル評価

⽇本最⼤の陶磁器⽣産地である瀬⼾・東濃地⽅では、
⻑年の採掘により原料の枯渇が深刻

⽬的：窯業原料枯渇対策のための研究・開発

今年度の研究成果

今後の展開

共同研究

⺠間と共同で未利⽤の低品位窯業原料「⻘サバ」からの不純物除去技術
を開発し、⻘サバの窯業原料化に成功

• プラント規模での試験
（コスト試算や品質安定化）

⺠間共同研究（愛知県陶磁器⼯業協同組合等）

⻘サバ(⾵化花崗岩)の露頭写真

すいひ

原料粘⼟に⻘サバを混合した製品
(還元焼成)との⽐較

(青サバ含有率)

0% 50%
80%

100%

92

• 原料枯渇問題に貢献 → 地場産業の活性化
→ 地域振興

• ⻘サバから⽔簸によって分離したカオリン質粘⼟
から、磁選により雲⺟分を除去する技術を確⽴

• 焼成⽅式等を新規に策定、⻘サバが増量材として
⼗分利⽤可能であることを提⽰(下図)

３.（３）橋渡し研究後期 未利用資源の窯業原料化

⾮混合と遜⾊のない⾊(⽩さ)を保持
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• 可搬型蓄熱システムの需要の⾼まり
• これまでに吸着材ハスクレイを開発

⽬的：省エネ⽤粘⼟系吸着材の開発

今年度の研究成果

今後の展開

共同研究

吸着材ハスクレイを改良し、実⽤化試験にて従来よりも2倍以上の蓄熱、
かつ、低温域未利⽤熱の利⽤可能な可搬型蓄熱システムを実証

⺠間共同研究（NEDO再委託）

• システム販売開始予定(H32年度)
• 冷暖房、除湿、給湯、乾燥⼯程等に

適⽤可能な熱利⽤システムとして
市場展開・拡⼤

可搬型蓄熱システム改良型ハスクレイ造粒体• ハスクレイを改良し、実証試験にて
既存の2倍の蓄熱密度を達成

• 従来では未利⽤の100℃以下の低温
熱も効果的に蓄熱
特許出願(2件)

2トン搭載

繰り返し利用

オフライン
輸送

水分吸着
（放熱）

乾燥
（蓄熱）

廃熱発生サイト

熱利用サイト

オフライン熱輸送システムにおける熱利用イメージ
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実用化試験

蓄熱材 蓄熱方式 利用温度 蓄熱密度

既存の蓄熱材(エリスリトール) 固液相変化 121℃以上 238 kJ/L

改良型ハスクレイ 水吸脱着 80～120℃ 588 kJ/L

約2.5倍

３.（３）橋渡し研究後期 省エネな蓄熱材の改良と実用化

⽇本の地質構造や地下⽔環境は地域による差異が⼤きい
各地域の⽔⽂地質環境に最適な熱交換器の導⼊は、システムの低コスト・⾼効率化につながる

⽬的：地域の⽔⽂特性と調和した熱交換技術の開発

今年度の研究成果

受託・共同研究

地域の地下環境への適応によって、より低コスト・⾼効率の
地中熱交換システムを実現

◯タンク式地中熱交換器(図)
• 溜め池等の地下環境を活⽤し、標準的な熱交換器(鉛

直ボアホール式)と同等の熱交換能⼒を保ちつつ、地
下⽔の豊富な地域で最⼤70%の低コスト化を実現

• 特許出願(2件)

◯地中熱利⽤の電⼦機器類排気冷却システム
• ⽔平⽅向の地下⽔流動が卓越する地域でヒートポン

プ不使⽤による低コスト・⾼効率冷却を実現

NEDOプロジェクト受託研究(１件)
⺠間共同研究(３件)

タンク式熱交換器によるトータル
コストの低減（民間共同研究）

94３.（３）橋渡し研究後期 地中熱システム最適化技術の開発

今後の展開

• ⽇本各地、東南アジアでの地中熱システムの展開
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トンネルの掘削で発⽣する建設残⼟の
汚染リスク評価が必要

⽬的：リスクコミュニケーションに資する⾃然由来重⾦属類マップの整備

今年度の研究成果

今後の展開

共同研究

リニア新幹線 沿線岩盤の地質的特性調査・残岩リスク評価の実施と
⾃然由来重⾦属類データ整備シンポジウムを通じたニーズの把握

・リニア新幹線沿線岩盤での⾃然由来重⾦
属類の含有量、溶出量等の地質的特性を
調査、要処理残岩の割合を試算(上図)
合理的対策の策定に利活⽤

・シンポジウムを開催し、⺠間企業や地⽅
⾃治体等から120名以上が参加(下図)
社会ニーズをより詳細に把握

• 「表層⼟壌評価基本図」整備の継続
• 建設残岩管理・評価技術の確⽴

⺠間共同研究（3件）

調査地域の要処理残岩の分布と割合の試算

GSJシンポジウム開催

95３.（３）橋渡し研究後期 土壌汚染リスク情報の調査・整備

地震ハザード評価における2つの困難、想定外の回避と実験不可能性を補うため、物理法
則に基づいた動⼒学的破壊シミュレーションを活⽤

⽬的：地震危険度の定量的評価による防災への意思決定

今年度の研究成果

今後の展開

受託・共同研究

動⼒学的破壊シミュレーション技術を開発し、耐震評価に活⽤、
⺠間への橋渡しを実現

• 複数の断層帯について、多数の破壊
シナリオを⽣成

• 破壊時刻を拘束した動⼒学的破壊シ
ミュレーションで地震動を予測する
⼿法を提案

• 動⼒学的破壊シミュレーション技術
についての勉強会を開催

• 様々な断層に適⽤可能な計算コードの開発
• 本⼿法に基づく地震動予測⼿法の提案

⺠間受託研究(1件)、⺠間共同研究(1件)
⺠間企業からの寄附⾦(1件) 動力学的破壊シミュレーションの一例

走向方向の距離 [km]
破壊

時刻 [秒]

すべり
量 [m]

傾
斜

角
方

向
の

距
離

[k
m

]
地

表
の

す
べ

り
量

[m
]

トレンチ調査から想定される
すべり量

96３.（３）橋渡し研究後期 地震ハザード評価の高度化
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様々な外部ハザードに対して原発の安全性確保が必要
広範囲に被害が及ぶ降灰に対するリスク評価への要望

(降灰による発電所内・吸気フィルターの閉塞 → 発電機の停⽌)

⽬的：原⼦⼒発電所の安全規制⽀援

今年度の研究成果・アウトカム

受託・共同研究

• ⽕⼭灰⽬詰まり時のエアフィルター性能評価結果等をもとに、
原⼦⼒規制委員会が発電⽤原⼦炉の設計基準を改定。

• JAEAと共同で確率的リスク評価⼿法を取りまとめ(下図)、
「第４世代原⼦⼒システムの研究開発に関する国際協⼒」
加盟国に技術情報を提供。
(JAEA Report︓SFR-SO-2017-005)

原⼦⼒規制庁受託研究
共同研究(原⼦⼒規制庁、京⼤防災研)

97３.（３）橋渡し研究後期

⽕⼭灰⽬詰まり評価により、原発の⽕⼭噴⽕に対する規制基準を改定
⽕⼭灰リスク評価⼿法を開発し、関係諸外国へ技術情報を提供

火山ハザード評価手法の開発

火山噴火を模した火山灰粒径の
調整

火山灰目詰まり実験による
エアフィルター性能評価

浅間火山天明噴火クラス時1cm厚超過降灰確率分布

GSJ独⾃技術を活⽤

特筆成果

98H28年度評価委員コメントへの対応

コメント︓業界・企業のニーズをどう吸い上げるのか、どのニーズに対応するのか︖

⺠間からのニーズ対応について
３.（３）橋渡し研究後期

GSJ業界・企業

◯ニーズ対応基準
• GSJとして対応可能か
• 社会貢献としての重要性・発展性
• リスクの有無 (利益相反など)
• ⺠業を圧迫しないか

◯マーケティング調査
• イノベーションコーディネータの営業活動
• 産総研テクノブリッジフェア、産業技術連携推進会議、学会等
• GSJシンポジウム（地域開催を含む）
• 調査地域でのプレス発表

技術マーケティング会議
共同研究へ

マーケティング力の強化については

スライド22を参照
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Memo:

かんらん岩の薄⽚写真
産地︓北海道様似町幌満

（地質標本館カレンダー2017より）
カンラン岩は地下深くのマントル
で形成された岩⽯。粗い（⼤粒
の）結晶粒⼦が互いにかみ合って
できている。

３.（３）橋渡し研究後期
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